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広報やちよ

平成 31 年４月１日に、出産子育て奨励

金の支給要件を第２子までに拡大して

から、初めて受給された親子が町長か

ら給付を受け取りました。

（関連記事：２～３ページ）

※第２子出産子育て奨励金の受給第１号の吉本さん親子

Yachiyo

ご出産おめでとうございます

Yachiyo



広報やちよ№ 718　2019.8 月号　　　2

谷中町長
×
子育てママ

７月１日、「出産子育て奨励金」
を「第２子まで対象を拡大」し
てから、初めて受給された吉本
萌さんと谷中町長が、奨励金制
度や町の子育て支援事業につい
て話しました。

【出産子育て奨励金とは】
出産家庭の経済的負担を軽減す
るため、第２子目の児童 1 人に
つき３回（生まれた時、３歳に
なった時、小学校就学時）に分
けて最大 20 万円を限度に支
給される制度です。※第３子以
上を出産された方には最大 30
万円を支給

町
長　
こ
の
度
は
ご
出
産
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
無
事
に

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
よ
か
っ
た

で
す
ね
。

吉
本　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
は
い
、
予
定
日
よ
り
遅
く
て

少
し
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
元

気
に
産
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
よ

か
っ
た
で
す
。

町
長　
い
や
、
本
当
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
子
ど
も
は
町
に

と
っ
て
も
大
切
な
宝
で
す
か
ら

ね
。
私
も
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に

嬉
し
い
で
す
。
ま
た
、
今
回
は
出

産
子
育
て
奨
励
金
の
対
象
が
第
２

子
ま
で
に
拡
大
さ
れ
て
か
ら
初
め

て
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
と
い
う
こ

と
で
、
私
に
と
っ
て
も
感
慨
深
い

で
す
。
実
際
に
受
け
取
っ
て
み
て

ど
う
で
し
た
か
。

吉
本　

初
め
て
の
受
給
者
と
い
う

こ
と
で
、
と
て
も
ビ
ッ
ク
リ
し
ま

し
た
が
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
は
何
か
と
出
費
が
か
さ
む

の
で
、
町
か
ら
貴
重
な
お
祝
い
を

頂
け
る
の
は
大
変
助
か
り
ま
す
。

町
長　

ぜ
ひ
、
こ
の
子
の
た
め
に

大
切
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。
10
月

か
ら
は
、
幼
児
教
育
・
保
育
が
無

償
化
さ
れ
ま
す
し
、
町
で
は
、
今

回
の
奨
励
金
制
度
や
相
談
援
助
な

ど
を
行
っ
て
い
る
福
祉
課
の
ほ

か
、
保
健
セ
ン
タ
ー
や
生
涯
学
習

課
な
ど
で
も
、
様
々
な
子
育
て
支

援
事
業
を
多
数
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
有
効
に
ご
活
用
く
だ
さ

い
。
子
育
て
の
負
担
や
不
安
を
少

し
で
も
減
ら
し
て
、
親
子
が
笑
顔

で
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら

も
町
全
体
で
吉
本
さ
ん
の
よ
う
な

方
々
を
積
極
的
に
応
援
し
て
い
き

ま
す
。

吉
本　

は
い
、
大
切
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

回
の
こ
の
制
度
と
い
い
、
こ
の
機

会
を
通
し
て
、
町
に
は
沢
山
の
支

援
体
制
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
結
婚
を
機
に
八
千
代
町
に
来

た
私
に
と
っ
て
、
知
り
合
い
が
少

な
い
中
、
役
場
の
方
々
か
ら
積
極

的
に
色
々
な
支
援
の
情
報
を
い
た

だ
け
る
の
は
あ
り
が
た
い
で
す
。

町
長　

も
し
情
報
が
探
し
に
く
い

場
合
は
、
窓
口
の
他
に
も
「
や
ち

よ
子
育
て
ナ
ビ
」
を
ご
覧
い
た
だ

く
と
、
町
の
子
育
て
情
報
が
集
約

さ
れ
て
い
て
探
し
や
す
い
と
思
い

吉本萌（よしもとめぐみ）さん
 ・現在、２歳の長男と今回誕生
　した長女の鈴那ちゃん２人の
　子育てに奮闘中

ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
こ
の
子
が
八
千
代
町
で
元

気
に
の
び
の
び
と
育
っ
て
い
く
姿

を
、
私
も
と
て
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

吉
本　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
に
支
え
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
上
の
子
を
含
め
、
こ

れ
か
ら
頑
張
っ
て
子
育
て
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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　子育てに奮闘中
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こあらキッズ子育てひろば

　

私
た
ち
、「
子
育
て
サ

ポ
ー
タ
ー
」
と
い
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
皆

さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
！
子
ど
も
を
遊
ば
せ
な

が
ら
、
子
育
て
の
悩
み
や

困
り
ご
と
、
日
常
生
活
の

何
気
な
い
話
な
ど
、
私
た

ち
と
話
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
お
母
さ
ん
同
士
の
新

し
い
交
流
も
で
き
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

て
い
る
の
で
、
保
健
師
さ

ん
に
相
談
を
繋
ぐ
こ
と
も

で
き
ま
す
。
気
軽
に
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
♪

　ほっとスペース地域子育て支援

　
「
八
千
代
町
地
域
女
性

団
体
連
絡
会
」
の
私
た
ち

と
一
緒
に
楽
し
く
遊
び
ま

し
ょ
う
♪
お
水
あ
そ
び

や
、
親
子
で
体
の
ゆ
が
み

を
整
え
る
体
操
な
ど
、
毎

月
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
用

意
し
て
皆
さ
ん
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
！
ま
た
、
私

た
ち
が
準
備
し
た
美
味
し

い
昼
食
を
み
ん
な
で
食
べ

て
、
大
切
な
食
育
の
時
間

と
し
て
も
使
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？
お
父
さ
ん
お
母
さ

ん
が
、
少
し
で
も
ホ
ッ
と

で
き
る
よ
う
に
お
手
伝
い

い
た
し
ま
す
！

町には次のような子育てボランティアさんたちもいらっしゃいます！
お気軽にご利用ください。

開催日　毎月第３水曜日
時　間　午前９時 30 分～ 11 時 30 分
場　所　保健センター
内　容　自由あそび
対　象　就学前のお子さんとその
　　　　保護者
参加費　無料※事前申込み無し

開催日　毎月第２土曜日
時　間　午前 10 時～午後 1 時
場　所　八千代町農村環境改善
　　　　センター
内　容　毎月異なる遊びを開催！
対　象　就学前のお子さんとそ
　　　　の保護者
参加費　大人１人につき 300 円
　　　　（お子様無料）
　　　　※事前申込み無し

問い合わせ
生涯学習課生涯学習係

（内線３６１０）

子育てサポーター
板倉  はるみ  さん

地域女性団体連絡会
会長  川上ヒロ子 さん

ほっとスペース

ベビーマッサージ教室や音楽イベントなど
も開催（不定期）
登録や事前申込みなどが無く、好きな時間
に来て、好きな時間に帰れます！

毎月違う遊びが楽しめます！

同い年くらいのお子さん同士での関わり合
いや遊びができます。

こあらキッズ
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10 月から幼児教育・保育が無償化
３歳児～５歳児の子どもの利用料が無償化されます
※０歳児～２歳児の子どもは、住民税非課税世帯のみ対象

消費税の引き上げに合わせて、10 月
から幼稚園や保育園、認定こども園な
どの利用料を実質的に無料にすること
です。

無償化とは？

No. 施設・事業
無償化の内容

０～２歳児 満３歳児※ 1 3～5歳児※１(年少・年中・年長)

① 認定こども園、新制度幼稚園（1 号利用）

② 保育園、認定こども園、新制度幼稚園（2 号・３号利用）　
　住民税非課税世帯のみ
　　　利用料無償

　　
             利用料無償

③ 地域型保育園（小規模保育園、家庭的保育園、訪問
型保育園、事業所内保育）

④ 就学前の障害児の発達支援※２

⑤ 未移行幼稚園（たちばな幼稚園） 上限月額 2.57 万円

⑥ 幼稚園、認定こども園（1 号利用）の預かり保育※３
住民税非課税
世帯のみ上限
月額 1.63 万円

上限月額
1.13 万円

⑦ 認可外保育施設※３※４

住民税非課税世帯のみ
上限月額 4.2 万円 上限月額 3.7 万円⑧ 一時預かり事業、病児保育事業※３※４

⑨ ファミリー・サポート・センター事業※３※４

申請・問い合わせ先
①～③…各施設・福祉課子育て支援室（内線 1431）
　　　　※すでに認定を受けている場合は申請不要
　④　…各施設・福祉課障がい福祉係（内線 1420）
⑤～⑨…各施設

※１…満３歳児とは、３歳になってから最初の３月 31 日までの間の子どもになります。３歳児とは３歳になっ
　　　て最初の４月１日を迎えてから翌年３月 31 日までの間の子どものことになります。
※２…住民税非課税世帯の子どもが児童発達支援事業所を利用している場合は、すでに利用料は無償となって
　　　います。「認定こども園、保育園、幼稚園」と「児童発達支援事業所」の両方を利用する場合は両方とも
　　　無償化の対象です。
※３…無償化の対象となるのは保育が必要な子どもに限ります。
※４…認可保育園等に入ることができない方に対する代替え的な「預かり」を利用した場合に限ります。

問い合わせ
福祉課子育て支援室（内線１４３１）
　　　障がい福祉係（内線１４２０）

表１
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税の広場
固定資産税について

対　　象：八千代町に住民登録がある世帯で、表１の対象施設・サービスを利用している子どもの保護者
補 助 額：表１の無償化の内容を参照※実費（給食費・通園送迎費等）は対象外
申請方法：すでに１号２号３号認定を受けている子どもは申請の必要はありません。それ以外の子どもについて
　　　　　は、各申請先に、教育・保育または施設等利用用給付認定の申請を行ってください。なお、既に１号
　　　　　認定を受けている子どもで、保育の必要な世帯が預かり保育を利用する場合は申請が必要です。

     無 償 化
（保 育 料）

令和元年 10 月以降～

「実費で徴収する費用」
は無償化の対象ではありません

給食費・教材費・行事費・通園送迎費・制服費・延長保育料などの
「実費で徴収する費用」は、引き続き保護者の負担となります。

ご注意ください！

無償化にともない、今後は主食分と副食分を給食費として、ま
とめて保育所等にお支払いいただくことになりますので、ご理
解・ご協力をお願いします。

※年収 360 万円未満相当世帯の子どもたちと全ての世帯の第３子以降の子ども ( 所得により第３子の数え
　方に違いがあります ) については、副食費が免除されます。未移行幼稚園（たちばな幼稚園）については、
　所得に応じて副食費を補助します。

問：税務課
　　資産税係（内線 1510）

１．固定資産税とは？
　毎年１月１日（賦課期日）現在、土地・家屋・償却資
産（これらを総称して固定資産税）を所有している方に
課税となる税金です。

２．固定資産税の計算方法

　課税標準額は固定資産を評価して、その価格をもとに算
定されます。
　土地・家屋の評価額については、３年に１度、評価の見
直しをしています。（次回は令和３年度に評価替を実施）
※課税標準額は実際の売却価格ではありません

固定資産税 = 課税標準額×税率１．４％

その他
　町税収入

固定資産税
収入

（45.7％）

平成 30 年度決算

固定資産税は、
町税収入 28 億 6 千万
円（平成 30 年度決算）
の 内、13 億 900 万 円
（45.7％）を占める大切
な税目です。

固定資産税免税点
　　　　　という制度があります
　八千代町内に同一人物が所有する土
地、家屋、償却資産のそれぞれの課税標
準額が以下の金額に満たない場合は、固
定資産税は課税されません。

土地 30 万円

家屋 20 万円

償却資産 150 万円

　固定資産税は「現況課税」となることから、
土地利用の変更、家屋の新増築・取り壊しの
際には、必ず税務課までご連絡をお願いします。

　不動産の所有者が亡くなった場合
には、速やかに相続手続きをお願い
します。未登記家屋がある場合には
必ず「未登記家屋所有権移転届」の
提出をお願いします。

次回は
「軽自動車税」
についてお伝え
します。

定資産税は課税されません。

副食費

主食費

引
き
続
き

　
　

保
護
者
負
担※給食または現物持参

※給食



広報やちよ№ 718　2019.8 月号　　　6

問：健康増進課
　　保健係　℡ 0296-48-1955

水のう訓練の様子

　７月７日、鬼怒・小貝水防連合体（八千代町、つ
くばみらい市、下妻市、常総市、つくば市）主催に
よる水防訓練が、常総市上三坂地先の鬼怒川左岸で
実施され、八千代町消防団から第３分団の 10人が
訓練に参加しました。雨が降りびしょ濡れになりな
がらも、堤防の漏水や亀裂箇所の拡大を防ぐ伝統的
な水防工法を実施しました。

町消防団が鬼怒・小貝川水防訓練を実施

シート張り訓練の様子
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５つの声掛けを実践して暑い夏を乗り切
りましょう！

健康増進 問：健康増進課
　　保健係　℡ 0296-48-1955

３．休息をとろう

寝苦しい夜は空気の通りを良く
したり、通気性の良い寝具を使
うなどしてぐっすり眠れる工夫
をしましょう。

５．声をかけ合おう

家庭で！ご近所で！職場で！
「水分とってる？」「少し休ん
だ方がいいよ」など声をかけ
合いましょう。

長寿支援 問：長寿支援課
　　地域包括支援センター（内線 1220）
内線

高齢者の皆さまやご家族の方の相談内容
について多方面から支援を行っています。

「認知症初期集中支援チーム」
　　　　　　　　を設置しています
認知症疾患またはその疑いのある方で、医療
や介護サービスを受けていないか、中断して
いる方、または症状が強く出ており、どう対
応したらよいか困っている方に対して、保健
師と社会福祉士が訪問し、専門医（認知症サ
ポート医）と相談しながら、本人にとって必
要なサービスや医療機関につなぐ等の支援を
行っています。
少しでも気になることがありましたら、地域
包括支援センターにご相談ください！

誰でもかかる可能
性がある病気の認
知症について正し
く理解し、認知症
になっても安心し
て暮らせる町にし
ていきましょう！

 ぜひご参加
　　  ください！

４．栄養をとろう
バランスよく食べましょう。朝
ごはんをしっかり食べることも
大切です。
夏バテ・夏風邪・二日酔いには
要注意！

２．飲み物を持ち歩こう
いつでもどこでも水分補給が
できるように、飲み物を持ち
歩きましょう。
たくさん汗をかいたら塩分も
補給しましょう。

１．室温に気を配ろう

今いるところの温度や、これか
ら行くところの温度を温度計や
天気予報で知るようにしましょ
う。

昨年度の熱中症（５月～９月）における緊急搬送者数は
９万 5,137 人で死亡者は 160 人でした。
最も多いのが満 65 歳以上の方々で全体の 48.1％
発生場所をみると、住居が全体の 40.3％と最も多い結果となりました。
“ 家の中だから大丈夫 ” などと思わずに、喉が渇く前に水分をとった
り、部屋の温度にも注意するなどの対策をしてください。

※平成 30 年消防庁における熱中症対策より
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ま ち の 話 題
町公式フェイスブックでは、取材の様子や紙面掲載
以外の写真もご紹介しています。ぜひご覧ください。
みなさんの「いいね」お待ちしています。

町
の
タ
カ
ミ
メ
ロ
ン
を
各
地
で
Ｐ
Ｒ

　

７
月
５
日
、
八
千
代
高

校
の
福
祉
・
家
庭
系
列
の

３
年
生
19
人
が
、
子
ど
も

の
発
達
と
保
育
の
授
業
の

一
環
で
、
さ
わ
き
こ
ど
も

園
で
実
習
を
行
い
ま
し

た
。
読
み
聞
か
せ
や
活
動

を
通
し
て
、
子
ど
も
や
保

育
士
の
動
き
を
学
ん
だ
生

徒
は
「
保
育
士
の
行
動
に

は
、
全
て
に
意
図
が
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
」

と
感
想
を
語
り
ま
し
た
。

　

町
内
５
つ
の
小
学
校
で

６
月
12
日
～
７
月
５
日
に

か
け
て
町
と
茨
城
県
流
域

下
水
道
事
務
所
県
西
浄
化

セ
ン
タ
ー
の
共
催
に
よ
る

下
水
道
出
前
講
座
が
行
わ

れ
、
中
結
城
小
学
校
で
は

４
年
生
60
人
が
受
講
し
ま

し
た
。
児
童
た
ち
は
、
下

水
道
の
役
割
や
仕
組
み
な

ど
を
学
び
、
日
常
生
活
で

欠
か
せ
な
い
働
き
を
し
て

い
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

大
渡
戸
出
身
で
現
在
城

里
町
在
住
の
画
家
で
あ
る

荒
木
久
夫
さ
ん
が
、
町
に

絵
画
を
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
白
日
展
で
文
部
大
臣

奨
励
賞
を
受
賞
し
た
こ
と

も
あ
る
荒
木
さ
ん
の
作
品

は
、
水
彩
の
柔
ら
か
い
透

明
感
と
力
強
さ
の
対
比
で

奥
行
き
と
リ
ズ
ム
を
生
み

出
す
世
界
感
が
特
徴
で

す
。
絵
画
は
、
図
書
館
と

役
場
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

図書館に飾られている絵画「瀑秋」

情報交換を行う就職指導担当者と人事担当者

購入した太鼓と関係者の皆さん

　

６
月
に
最
盛
期
を
迎
え

た
八
千
代
町
産
の
タ
カ
ミ

メ
ロ
ン
の
美
味
し
さ
を
Ｐ

Ｒ
す
る
た
め
、
６
月
15
、

16
の
両
日
に
イ
オ
ン
モ
ー

ル
土
浦
と
下
妻
で
、
試
食

販
売
会
を
開
催
。
16
日
の

下
妻
店
で
は
町
長
に
よ
る

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
18
日
に

は
、
大
井
川
知
事
に
も
Ｐ

Ｒ
を
行
い
「
甘
く
て
美
味
し

い
」
と
好
評
を
得
ま
し
た
。

大井川知事にＰＲに訪れた関係者の皆さん

県
庁
や
イ
オ
ン
モ
ー
ル
で
Ｐ
Ｒ

下
水
道
の
仕
組
み
や
役
割
に
つ
い
て
学
習

中
小
４
年
生
が
下
水
道
出
前
講
座
を
受
講

大
渡
戸
出
身
の
画
家
が
町
に
絵
画
を
寄
贈

画
家
の
荒
木
久
夫
さ
ん

八
千
代
高
校
生
が
幼
児
と
触
れ
合
い

さ
わ
き
こ
ど
も
園
で
保
育
実
習

地
元
企
業
と
近
隣
高
校
が
就
職
情
報
連
携

　
　
　

就
職
情
報
交
換
会
を
開
催

　

６
月
21
日
に
役
場
会
議

室
で
、
高
校
の
就
職
指
導

担
当
者
と
企
業
の
人
事
担

当
者
の
就
職
情
報
交
換
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
当
日

は
八
千
代
高
校
を
含
め
６

校
の
就
職
指
導
担
当
者
と

八
千
代
工
業
団
地
進
出
企

業
の
２
社
を
含
め
11
社
の

人
事
担
当
者
が
参
加
し
、

雇
用
動
向
や
企
業
の
採
用

計
画
な
ど
に
つ
い
て
の
情

報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
地
行
政
区
（
鈴
木
茂

区
長
）
が
令
和
元
年
度
宝

く
じ
助
成
金
で
、
古
く

な
っ
た
太
鼓
の
張
替
の
ほ

か
、
宮
太
鼓
１
台
、
附
太

鼓
１
台
、
大
小
の
太
鼓
台

座
１
台
ず
つ
、
テ
ン
ト
１

張
な
ど
を
購
入
し
ま
し

た
。
お
披
露
目
会
で
鈴
木

さ
ん
は
「
新
し
い
太
鼓
で

今
年
の
夏
ま
つ
り
を
迎
え

ら
れ
る
の
が
嬉
し
い
で

す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

新
地
行
政
区
で
宝
く
じ
助
成
を
利
用

　
　
　

お
囃
子
太
鼓
と
テ
ン
ト
を
購
入

トイレットペーパーの溶け方を実験する児童たち

園児と遊びを通して関わる生徒



　

　　　　　　　　　　　　（敬称略）
■ 2019 年度茨城県スポーツ少年団
スポーツ大会兼第 40 回日立市ミニ
バスケットボール大会

〔と　き〕４月 14 日（日）・21 日（日）
〔ところ〕池の川さくらアリーナ  他
〔主　催〕日立市ミニバスケットボー
ルスポーツ少年団連絡協議会

〔主な結果〕
男子の部
優　勝　八千代ミニバスケットボー
ルスポーツ少年団

スポーツ大会の結果

■第 41 回八千代町スポーツ少年団
軟式野球大会

〔と　き〕４月 21 日（日）
〔ところ〕八千代町民公園Ｂグラウ
ンド

〔主　催〕八千代町スポーツ少年団
八千代町軟式野球スポーツ少年団

〔主な結果〕

優　勝　安静ファイターズ
準優勝　中結城スポーツ少年団
第３位　西豊田スポーツ少年団

　

優勝した平塚の皆さん

広告 広告

優勝した八千代ミニバスの皆さん

　　

　3月 17 日に開催された「第 28 回全日本テコンドー選
手権大会」に出場し、組手の部で準優勝、形の部で第３位
の成績を収め、6月 20 日に町長へ表敬訪問しました。山
中さんは「今年で 40歳になるので練習がとても大変でし
たが、今まで積み上げてきた経験のお陰で決勝までいけて
よかったです」と試合を振り返りました。競技生活は来年
の世界大会出場を最終目標にし、以後は自身の主催するテ
コンドー教室で後進の育成に力を注いでいきたいと語りました。

　７月２日、茨城国体のボクシング部門に出場する八千代町役場
職員の金中竜児選手について、今後行われる強化合宿などについ
て理解と協力をいただきたいと、茨城県ボクシング連盟の中島成
雄会長を始め、関東ボクシング連盟の藤咲厚郎総務委員長、茨城
県国体競技力向上対策室の小田部修一室長と福永広明指導主事、
八千代高校ボクシング部永藤理監督などが町長へ挨拶に訪れまし
た。ボクシングは 10月３日から水戸桜ノ牧高等学校常北校体育
館（城里町）で行われ、金中選手は茨城県代表として出場します。

優勝した安静ファイターズの皆さん

9　　広報やちよ№ 718　2019.8 月号

スポーツコーナー

　  全日本テコンドー選手権大会で準優勝
               － 大渡戸出身の山中一浩さん －

  10 月３日からの茨城国体ボクシングの部に出場
－ 町役場環境対策課の金中竜児さん－

全日本選手権大会で奮闘。谷中町長を表敬訪問した山中さん

藤咲総務委員長（左上）福永主事、永藤監督、小
田部室長、中島会長（左下）、金中選手、谷中町長
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※みんなの広場では、みなさんからの投稿をお待ちしています。
詳しくは、秘書課広報・シティプロモーション係まで
TEL 0296-48-1111（内線 3510）

み ん な の 広 場

古
ふる

 橋
はし

璃
り

 子
こ

さん（中結城小６年）

　

私
の
好
き
な
人
は
、
じ
ぃ
じ
で
す
。
じ
ぃ
じ
は
私

の
家
の
近
く
に
住
ん
で
い
ま
す
。
な
の
で
、
野
菜
や

お
米
を
く
れ
た
り
し
ま
す
。
じ
ぃ
じ
の
野
菜
は
と
て

も
お
い
し
い
で
す
。
と
く
に
、
夏
野
菜
の
キ
ュ
ウ
リ
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
、
ト
マ
ト
、
ス

イ
カ
が
私
は
大
好
き
で
す
。
レ
タ
ス
の
な
え
を
植
え

る
と
き
は
私
も
手
伝
い
ま
す
。
私
の
じ
ぃ
じ
は
野
菜

作
り
の
名
人
だ
と
思
い
ま
す
。
じ
ぃ
じ
と
い
っ
し
ょ

に
い
る
と
き
は
、
お
話
し
し
た
り
笑
っ
た
り
し
て
と

て
も
楽
し
い
で
す
。
し
ゅ
み
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

を
や
っ
て
い
る
と
き
、
大
き
な
声
が
聞
こ
え
て
く
る

と
楽
し
そ
う
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。
明
日
は
ど
ん
な

野
菜
が
と
ど
く
か
楽
し
み
で
す
。
じ
ぃ
じ
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
ね
。

だ
い
す
き
な
じ
ぃ
じ

　ニコニコ笑顔み
んなの癒しのゆず
さん。これからも
お兄ちゃんと仲良
く、元気に育って
ね！

父　浩平さん
母　代天さん

脇
わ き た

田　柚
ゆ ず き

希ちゃん
 平成 29 年８月 16 日生まれ
 　　　　　　　　　（本田）

敏
とし

 男
お大  好  き  な 人

笑顔がいいね !♥

　 菊
きく

さん（祖父）

　天真爛漫で周り
の人を笑顔にして
く れ る り い ち ゃ
ん。お歌や踊りは
もちろん、体を動
か す こ と が 大 好
き！これからもた
くさんの笑顔を見
せてね♡

父　和也さん
母　清夏さん

坂
さかもと

本　莉
り い さ

彩ちゃん
 平成 29 年８月 30 日生まれ
 　　　　　　　　　（伊勢山）
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こ
ん
に
ち
は
。
町
長
の
谷
中

聰
で
す
。

　

梅
雨
が
明
け
、
い
よ
い
よ
本

格
的
な
夏
が
訪
れ
ま
し
た
。
こ

の
季
節
に
な
る
と
、
夏
休
み
に

入
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
新
井

の
調
整
池
で
、
カ
ヌ
ー
や
ヨ
ッ

ト
な
ど
に
乗
っ
て
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
「
海
洋
ク
ラ
ブ
」
と

い
う
活
動
で
、
私
も
35
年
来
、

海
洋
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
を

通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
、
普

段
で
は
味
わ
え
な
い
水
辺
の
楽

し
さ
を
伝
え
る
こ
と
は
、
と
て

も
楽
し
い
こ
と
で
す
。

　

私
は
、
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
健
や
か
で
た
く
ま
し

く
、
生
き
生
き
育
つ
よ
う
、
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

７
月
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が

安
全
で
健
康
的
な
学
習
環
境
の

も
と
で
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
町
内
の
各
小
学
校
の
普
通

教
室
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
行

い
ま
し
た
。

　

子
育
て
世
代
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
は
、
町
に

と
り
ま
し
て
も
大
切
な
課
題
で

す
。
自
然
や
人
、
施
設
が
整
っ

た
環
境
を
整
備
し
、
皆
さ
ん
が

八
千
代
町
で
子
育
て
を
し
た
い

と
実
感
で
き
る
よ
う
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

私
は
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
、
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、「
オ
ー
ル
八
千
代
」

体
制
で
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
、

皆
で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
！
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

「
海
洋
ク
ラ
ブ
活
動
を
通

じ
て
」

町 長 の 部 屋 　v o l . 5

　

八
千
代
町
に
移
り
住
む
と
決

ま
っ
た
時
は
ど
の
よ
う
な
気
持
ち

で
し
た
か
？

　

最
初
は
近
所
付
き
合
い
が
大
変

な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
も

あ
り
ま
し
た
が
、
消
防
団
に
入
団

し
て
、
地
元
の
仲
間
た
ち
と
消
防

の
活
動
を
し
て
み
る
と
、
す
ぐ
に

打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
、
活
動

は
大
変
で
し
た
が
、
楽
し
く
充
実

し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

消
防
団
の
他
に
は
ど
の
よ
う
な

活
動
に
参
加
さ
れ
て
き
た
の
で
す

か
？

　

消
防
団
の
活
動
を
機
に
、
人
付

（太田）
関
せき

  俊
としお
雄 さん 結婚を機に約８年前に千葉県銚子

市から八千代町に移り住みまし
た。

き
合
い
の
輪
が
広
が
っ
て
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
役
員
や
、
地
元
の
お
囃
子
会

な
ど
に
も
誘
わ
れ
活
動
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動

で
は
、
学
校
の
行
事
を
通
じ
て
、

人
付
き
合
い
輪
が
さ
ら
に
広
が
り

ま
し
た
し
、
お
囃
子
会
で
は
、
お

囃
子
は
未
経
験
で
し
た
が
、
楽
し

い
仲
間
た
ち
に
囲
ま
れ
と
て
も
充

実
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

八
千
代
町
で
約
８
年
過
ご
し
て

み
て
ど
う
で
す
か
？

　

消
防
団
や
お
囃
子
会
な
ど
、
思

い
切
っ
て
人
の
輪
に
飛
び
込
ん
で

み
る
と
、
皆
さ
ん
受
け
入
れ
て
く

れ
て
、
今
で
は
こ
の
町
に
住
ん
で

良
か
っ
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
子
ど
も
が
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
で
野
球
を
始
め
た
の

で
、
野
球
を
通
じ
て
子
ど
も
の
成

長
す
る
姿
を
見
る
こ
と
が
楽
し
み

で
す
。

ＱＡ ＱＡ

ＱＡ

インタビュー

町民の皆さまを
ご紹介していきます！
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お

知

ら

せ

農
地
の
利
用
状
況
調
査
の

実
施
に
つ
い
て

　

八
千
代
町
農
業
委
員
会
で
は
遊

休
農
地
の
実
態
把
握
お
よ
び
そ
の

農
地
の
農
業
上
の
利
用
促
進
を
図

る
た
め
、
７
月
下
旬
か
ら
９
月
に

か
け
て
町
内
全
農
地
の
利
用
状
況

調
査
（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
農
地
法

第
30
条
に
基
づ
く
も
の
で
、
農
業

委
員
等
が
農
地
に
立
ち
入
っ
て
の

調
査
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。　
　

　

農
業
委
員
会
事
務
局
庶
務
係

　
（
内
線
２
１
２
０
）

　

農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
を

推
進
す
る
た
め
に
は
、
農
地
の
出

し
手
・
受
け
手
そ
れ
ぞ
れ
の
情
報

を
広
く
収
集
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。八
千
代
町
農
業
委
員
会
で
は
、

農
地
の
利
用
実
態
と
今
後
の
利
用

意
向
等
を
把
握
す
る
た
め
、
調
査

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

調
査
内
容　

農
地
の
所
有
者
に
対

し
て
、
農
地
１
筆
ご
と
の
利
用
状

況
と
、
今
後
の
意
向
確
認
を
行
い

ま
す
。

調
査
対
象　

町
内
の
全
農
地

調
査
方
法　

８
月
と
10
月
の
２
回

に
分
け
て
農
地
の
所
有
者
に
調
査

票
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
記
入
し

て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

農
業
委
員
会
事
務
局
庶
務
係

　
（
内
線
２
１
２
０
）

　

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
元
気
の
な

い
方
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
悩
み
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

８
月
９
日
（
金
）
午
後
１

時
30
分
～
４
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
料　

無
料

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
電
話
で

予
約
（
完
全
予
約
制
で
す
）

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

０
２
９
６
‐
48
‐
１
９
５
５

　

農
振
地
域
と
は
、
農
地
を
守
る

た
め
に
指
定
さ
れ
た
地
域
で
す
。

地
域
内
の
農
用
地
を
農
業
以
外
に

使
用
す
る
場
合
は
、
除
外
手
続
き

が
必
要
で
す
。
自
己
住
宅
建
築
等

の
計
画
が
具
体
化
し
、
除
外
を
希

望
す
る
方
は
受
付
期
間
内
に
必
要

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
除

外
手
続
き
に
は
半
年
以
上
の
期
間

が
か
か
り
、
受
付
は
３
月
と
９
月

の
年
２
回
の
み
で
す
の
で
、
計
画

的
な
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
期
間　

９
月
２
日
（
月
）
～

30
日
（
月
）

　

産
業
振
興
課
農
政
係

　
（
内
線
２
２
４
１
）

問
農
業
振
興
（
農
振
）
地
域

の
除
外
手
続
き
に
つ
い
て

八千代町結婚相談員紹介
　町では、農業後継者育成対策協議会の事業で、結
婚支援対策のため結婚相談員を委嘱しています。相
談員の方々は、配偶者のあっせんや仲介、結婚を希
望する方の相談に応じるなどの活動をしています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

氏　名 行政区 電話番号
諏　訪　洋　一 苅　橋 　0296-48-0618
須　澤　哲　郎 神　山 　090-4369-4574
小　林　　　実 前　田 　090-2234-6415
長　屋　雄　治 高　野 　090-6122-5677
増　田　光　利 高　野 　0296-49-3005
大　里　君　子 道前六保 090-4022-0801
野　口　昭　一 松　山 　090-8585-3309
飯　山　万寿夫 松　本 　090-8587-0378
馬　場　明　義 松　本 　0296-48-0241
野左根　　　勝 小　屋 　0296-49-0511

問い合わせ　産業振興課農政係（内線２２４０）

問

農
地
利
用
実
態
調
査
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

８月の納税等
 町・県民税（第２期）
 国民健康保険税（第 2 期）
 後期高齢者医療保険料（第 2 期）　 
 介護保険料（第３期）
 納期は９月２日（月）です
       税務課（内線 1530）
　　国保年金課（内線 1310）
　　　　　  　　（内線 1330）
             長寿支援課（内線 1240）

問

新学校給食センターの一般内覧会を開催します

TEL

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　新しい給食センターの完成にあたり、一般内覧会
を開催しますので、ぜひお越しください。
日時　８月 31 日 ( 土 ) 午前９時～ 11 時
　　　　　　　　     　午後１時～４時
場所　新学校給食センター（八千代町大字若 1517-9）
　　　※衛生上の理由から、見学スペースのみの公　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　開となります。

問

問

問い合わせ
給食センター　
0296-48-1149TEL
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●人口 22,107 人 (1,211) ●男 11,643 人 (1,015) ●女 10,464 人 (196)
●世帯数 7,659 世帯 (1,030)　　（　）内は外国人で内数

【人口と世帯数】
 ７月１日現在

Information

団
体
・
関
係
機
関
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
ま
ず
は
相
談
す
る
こ
と
か

ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

８
月
29
日
（
木
）
午
後
１

時
～
４
時
30
分
（
受
付
午
後
０
時

30
分
～
）

場
所　

古
河
市
三
和
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー

内
容　
【
第
１
部
】
悠
々
ホ
ル
ン

さ
ん
に
よ
る
体
験
発
表
（
午
後

１
時
10
分
～
１
時
50
分
）　
【
第

２
部
】　

県
内
支
援
団
体
に
よ
る

個
別
相
談
会
（
午
後
２
時
～
４

時
30
分
）　

申
込
期
限　

８
月
21
日
（
水
）

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
申
し
込
み

　

古
河
市
保
健
所

　

０
２
８
０
‐
32
‐
３
０
２
１

　

０
２
８
０
‐
32
‐
４
３
２
３

　

広
報
や
ち
よ
８
月
号
10
ペ
ー
ジ

で
掲
載
し
た
「
や
ち
よ
文
芸
」
の

中
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

【
誤
】
老
い
た
身
に
時
季
定
ら
ま

ぬ
更
衣　
　

新
井　

片
野
み
さ
を

【
正
】
老
い
た
身
に
時
季
定
ま
ら

ぬ
更
衣　
　

新
井　

片
野
み
さ
を

　

秘
書
課
広
報
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
係
（
内
線
３
５
１
０
）

オレンジカフェやちよ
認知症の相談もできます。
○８月 21 日（水）
　「ボールでレクリエーション」
○９月７日（土）
　「リハビリ体操と風船ゲーム」
時　間：午後１時 30 分～３時
場　所：図書館会議室
参加費：100 円
　　地域包括支援センター
　　（内線５２０４）

　

八
千
代
町
地
域
自
立
支
援
協
議

会
主
催
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た

ち
の
不
自
由
さ
を「
疑
似
体
験
」し
、

優
し
さ
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

日
時　

８
月
31
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
～

場
所　

図
書
館
集
会
ホ
ー
ル

内
容　

講
演
会
「
障
が
い
の
あ
る

子
っ
て
ど
ん
な
気
持
ち
？
」

講
師　

伊
奈
特
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

参
加
費　

無
料

　

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
（
内
線
１
４
２
０
）

　　

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
関
係
の

支
援
を
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や

　

令
和
２
年
度
入
学
予
定
の
児
童

生
徒
の
う
ち
、
何
ら
か
の
理
由
に

よ
り
、
指
定
の
就
学
校
以
外
の
小

学
校
・
中
学
校
（
私
立
・
県
立
学

校
含
む
）
へ
の
入
学
を
希
望
す
る

児
童
生
徒
の
保
護
者
は
、
学
校
教

育
課
で
変
更
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

学
校
教
育
課
学
務
係

　
（
内
線
３
７
１
０
）

　

お
盆
期
間
中
（
８
月
13
日
～
16

日
）
は
、
次
の
施
設
が
休
館
に
な

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
施
設　

中
央
公
民
館
、
歴
史

民
俗
資
料
館
、
総
合
体
育
館
、
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
体
育
セ
ン

タ
ー
、
町
民
公
園
受
付
業
務

※
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
事
前
に
予

約
し
た
方
の
み
利
用
で
き
ま
す
。

　

中
央
公
民
館

　

０
２
９
６
‐
48
‐
１
５
１
５

　

総
合
体
育
館

　

０
２
９
６
‐
48
‐
２
４
６
９

　

歴
史
民
俗
資
料
館

　

０
２
９
６
‐
48
‐
０
５
２
５

問 問

問

問

児童扶養手当について
支給対象児童
父母が離婚、死亡、障害、生死不明、１年以上遺棄して
いる、１年以上拘禁されている、父または母が裁判所か
ら保護命令受けている、母が婚姻によらないで生まれた
18 歳の年度末までの児童
受給資格者　※受給には申請が必要です。
上記の支給対象者を監護し、かつ生計を同じくしている
父または母。また父母に代わって児童を養育している方。
※事実上婚姻関係と同様の状況（事実婚）にあるときは
　受給資格はありません。
手当ての支給
受給資格者と同居の扶養義務者の前年度所得により支給
が制限される。また開始から５年経過後は手当額が減額。
手当月額　※４人目以降は所得に応じて加算

問い合わせ　
福祉課子育て支援室（内線１４３０）

問
令
和
２
年
度
入
学
者
の
就

学
校
変
更
申
請
に
つ
い
て

町
内
施
設
の
休
館
の
お
知

ら
せ

地
域
自
立
支
援
協
議
会
主
催

の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

問

特別児童扶養手当について

対象児童数 全部支給 一部支給
１人 月額　42,910 円 月額 10,120 円～

　　　　59,100 円２人 月額　53,050 円
３人 月額　59,130 円

受給資格者　※受給には申請が必要です。
身体、知的、精神的に障害のある 20 歳未満の児童を家庭で監
護する父母、または父母に代わって療育している方。
手当ての対象となる障害の程度

【１級】
①身体障害者手帳おおむね１級・２級程度に該当する方（内
　部的疾患を含む）
②療育手帳の総合判定が○・Ａ程度の知的障害者または、同
　程度の精神障害者の方

【２級】
①身体障害者手帳おおむね３級程度に該当する方（内部的疾
　患を含む）
②療育手帳の総合判定がＢ程度の知的障害者または、同程度
　の精神障害者の方
※身体障害者手帳、療育手帳をお持ちでない方も受けられます。
手当月額

問い合わせ　福祉課障がい福祉係（内線１４２０）

Ａ

等級 月額（対象児童１人につき）
１級 月額　52,200 円
２級 月額　34,770 円

TEL

ひ
き
こ
も
り
支
援
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
ま
す

お
詫
び
と
訂
正

FAX TEL

問問 TELTEL
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◇
税
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

う
も
の
で
、
主
な
改
正
点
は
、
町

民
税
関
係
に
つ
い
て
は
、
住
宅
借

入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
期
間
の

３
年
延
長
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
に
お
け
る
特
例
控
除
の
対
象
と

な
る
寄
附
金
を
特
例
控
除
対
象
寄

附
金
と
す
る
も
の
、
固
定
資
産
税

に
つ
い
て
は
、
高
規
格
堤
防
の
整

備
に
伴
う
建
替
家
屋
に
係
る
税
額

の
減
額
措
置
を
創
設
す
る
も
の
で

す
。

◇
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

う
も
の
で
、
主
な
改
正
点
は
、
基

礎
課
税
額
に
係
る
賦
課
限
度
額

を
、
中
間
所
得
者
層
の
被
保
険
者

に
配
慮
し
、
58
万
円
か
ら
61
万
円

へ
引
き
上
げ
る
も
の
や
、
軽
減
対

象
者
の
増
加
を
図
る
た
め
、
５
割

軽
減
と
２
割
軽
減
の
対
象
と
な
る

所
得
の
算
定
に
お
け
る
基
準
額
を

そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
る
も
の
で

す
。

議会だより

◇
土
地
開
発
公
社
平
成
31
年
度
事

業
計
画
及
び
平
成
30
年
度
決
算　
　

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

土
地
開
発
公
社
の
事
業
計
画
及
び

決
算
等
を
報
告
す
る
も
の
で
す
。

◇
平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書

　

昨
年
度
の
予
算
の
う
ち
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
、
産

地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
、
生
産
体

制
強
化
事
業
、
南
総
上
流
２
期
地

区
県
営
地
盤
沈
下
対
策
事
業
、
被

災
農
業
者
向
け
経
営
体
育
成
支

援
事
業
、
町
内
橋
梁
長
寿
命
化

補
修
事
業
、
防
災
行
政
無
線
整

備
事
業
、
中
学
校
空
調
設
備
設

置
事
業
の
計
８
件
、
総
額
３
億 

８
千
８
３
０
万
３
千
円
を
今
年
度

に
繰
り
越
す
も
の
で
す
。

◇
平
成
30
年
度
下
水
道
事
業
特
別

会
計
予
算
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
　

昨
年
度
の
予
算
の
う
ち
、
鬼
怒

小
貝
流
域
下
水
道
事
業
建
設
負
担

金
、
１
０
３
万
１
千
円
を
今
年
度

に
繰
り
越
す
も
の
で
す
。

６月定例会

■発行／八千代町議会

■編集／議会だより編集委員会№１７４

一般会計補正予算など、全９議案を可決

可
決
し
た
議
案
内
容

◇
平
成
30
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）　

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
２
千
５　

０
０
万
円
増
額
し
、
予
算
総
額
を

32
億
８
千
２
６
３
万
８
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
内
容
は
、
保
険
給
付
費

で
す
。

◇
税
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

う
も
の
で
、
主
な
改
正
点
は
、
町

民
税
関
係
に
つ
い
て
は
、
令
和
３

年
度
分
以
後
、
子
ど
も
の
貧
困
へ

の
対
応
と
し
て
、
個
人
住
民
税
の

非
課
税
措
置
対
象
者
に
単
身
児
童

扶
養
者
を
追
加
す
る
も
の
、
軽
自

動
車
税
関
係
に
つ
い
て
は
、
令
和

３
年
４
月
１
日
以
後
の
自
動
車
税

の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
適
用
対
象
を

電
気
自
動
車
等
に
限
定
す
る
も

の
、
ま
た
、
環
境
性
能
割
の
臨
時

的
軽
減
の
導
入
に
よ
る
も
の
で

す
。

◇
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

「
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
法
律
」
の
一
部
改
正
に
伴
う

も
の
で
、
主
な
改
正
点
は
、
災
害

●　

報　

告

　令和元年第２回定例会は、６月５日から 12 日までの８日間の日程で開催されました。
　この定例会では、町執行部から令和元年度一般会計補正予算や消防ポンプ自動車購入契約の締結など９議案
が提案され、審議の結果、すべての議案を原案のとおり可決しました。
　一般質問は、６月 11 日と 12 日に行われ、８人の議員が登壇し、町の方針をただしました。

議会だより

援
護
資
金
の
貸
付
利
率
、
償
還
方

法
等
を
市
町
村
の
政
策
判
断
に
よ

り
定
め
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、

貸
付
利
率
を
、
保
証
人
の
あ
る
場

合
は
無
利
子
、
保
証
人
の
な
い
場

合
は
利
率
１
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
に

設
定
す
る
も
の
で
す
。

◇
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

介
護
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部

改
正
に
伴
う
も
の
で
、
主
な
改
正

点
は
、
低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減

強
化
の
た
め
、
第
１
号
被
保
険

者
（
65
歳
以
上
）
の
所
得
区
分
９

段
階
の
う
ち
、
第
１
段
階
か
ら
第

３
段
階
ま
で
の
保
険
料
基
準
額
に

対
す
る
割
合
を
軽
減
す
る
も
の
で

す
。

●　

条　

例

●　

専
決
処
分
事
項
承
認
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６
月
６
日
、
議
員
の
提
案
に

よ
り
、
現
在
建
設
中
の
給
食
セ

ン
タ
ー
の
現
地
視
察
を
行
い
ま

し
た
。

　

最
初
に
、
設
計
を
担
当
し
、

工
事
監
理
を
行
っ
て
い
る
株
式

会
社
フ
ケ
タ
設
計
と
、
建
設
工

事
の
請
負
者
で
あ
る
鈴
縫
・
高

塚
共
同
企
業
体
の
担
当
者
か
ら

工
事
の
進
捗
状
況
、
調
理
等
に

使
用
す
る
設
備
の
配
置
、
給
食

の
材
料
運
搬
か
ら
調
理
、
配
送

ま
で
の
流
れ
な
ど
に
つ
い
て
の

説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、
建
設

工
事
中
の
施
設
内
を
見
学
し
ま

し
た
。
見
学
中
も
各
所
で
説
明

◇
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）　　

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
９
３　

５
万
円
減
額
し
、
予
算
総
額
を

78
億
８
千
２
６
５
万
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
わ
く
わ

く
茨
城
生
活
実
現
事
業
移
住
支
援

金
１
０
０
万
円
、
幼
児
教
育
無
償

化
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委

託
料
８
５
８
万
円
、
風
し
ん
第
５

期
定
期
予
防
接
種
に
伴
う
委
託
料

●　

補
正
予
算

等
６
７
５
万
７
千
円
、
ポ
リ
塩
化

ビ
フ
ェ
ニ
ル
（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
）
廃
棄

物
処
理
委
託
料
１
６
２
万
１
千

円
、
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
の
賃

金
及
び
そ
の
他
施
設
運
営
費
等

１
千
１
１
９
万
２
千
円
を
増
額

し
、
給
食
調
理
、
配
送
業
務
委
託

料
３
千
８
５
０
万
円
を
減
額
す
る

も
の
で
す
。

◇
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入　

　

小
池
株
式
会
社
と
２
千
４
９
４　

万
８
千
円(

税
込)

で
契
約
す
る

も
の
で
す
。

◇
八
千
代
町
立
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
厨
房
用
備
品
購
入　
　

　

三
英
物
産
株
式
会
社
と
３
千
７　

３
１
万
４
千
円(

税
込)

で
契
約

す
る
も
の
で
す
。

を
受
け
な
が
ら
質
問
を
す
る
な

ど
、
情
報
の
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

●　

契　

約

条例改正による介護保険料の比較

段　階

改 正 前 改 正 後

調整率
介護保険料
（ 年 額 ）

調整率
介護保険料
（ 年 額 ）

第１段階 0.45 28,080 円 0.375 23,400 円

第２段階 0.75 46,800 円 0.625 39,000 円

第３段階 0.75 46,800 円 0.725 45,240 円

※上記以外の段階の改正はありません。

  

請
願
・
陳
情
は

 

ど
な
た
で
も

 

提
出
で
き
ま
す

　

「
請
願
」
「
陳
情
」
は
国
や

地
方
公
共
団
体
な
ど
の
公
共

機
関
に
対
す
る
要
望
を
議
会

に
訴
え
る
手
段
の
こ
と
で

す
。

　

「
請
願
」
と
「
陳
情
」
で

は
提
出
の
方
法
や
取
り
扱
い

が
異
な
り
ま
す
。

〇
請
願

　

そ
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
議

員
の
紹
介
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
内
容
を
所
管
す
る
常

任
委
員
会
で
審
議
し
ま
す
。

〇
陳
情

　

議
員
の
紹
介
は
不
要
で

す
。

　

提
出
さ
れ
た
陳
情
の
写
し

を
全
議
員
に
配
布
し
ま
す
。

　
※ 

そ
の
他
、
詳
し
く
は
議
会

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◇　

現 

地 

視 

察　

◇

建設中の給食センター前にて

更新される消防ポンプ自動車
（写真は現在の車両）



広報やちよ№ 718　2019.8 月号　　　16

　

町
長
が
副
町
長
時
代
に
政
策
に

つ
い
て
感
じ
て
い
た
こ
と
と
、
町

長
職
に
就
い
て
か
ら
町
政
、
町
民

の
生
活
の
安
定
や
安
全
を
守
る
部

分
な
ど
を
含
め
、
現
在
は
ど
の
よ

う
な
違
い
を
感
じ
取
っ
て
い
る
の

か
、
お
聞
き
し
ま
す
。

町
長　

町
長
を
補
佐
す
る
副
町
長

の
立
場
と
比
べ
、
執
行
機
関
の
長

と
し
て
大
変
重
い
責
任
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
町
長
の
職
務

は
選
択
と
判
断
の
連
続
に
な
る
の

で
、
大
所
高
所
か
ら
全
体
を
見
渡

す
視
点
と
目
先
の
こ
と
を
し
っ
か

り
と
捉
え
る
視
点
を
持
つ
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

政
治
判
断
に
つ
い
て
は
多
角
的
な

視
点
を
駆
使
し
、
社
会
環
境
や
経

済
情
勢
の
変
化
や
住
民
ニ
ー
ズ
な

ど
を
把
握
し
て
、
よ
り
良
い
結
果

町
政
を
問
う
！　

一
般
質
問
に
８
名
が
登
壇

と
な
る
よ
う
的
確
に
判
断
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
方
法
に

つ
い
て
は
３
月
定
例
会
で
業
者
に

委
託
す
る
内
容
で
予
算
を
議
決
し

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
６
月
定

例
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
で
は
、

現
場
の
職
員
で
あ
る
調
理
員
た
ち

の
声
を
聞
き
請
負
契
約
は
な
し
に

す
る
と
い
う
政
治
判
断
が
な
さ
れ

た
も
の
で
し
た
。
こ
の
こ
と
を
議

員
に
何
の
前
触
れ
も
な
く
今
回
の

定
例
会
に
提
案
し
た
の
は
町
長
が

政
治
判
断
を
し
た
も
の
な
の
か
、

伺
い
ま
す
。

町
長　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
方

法
に
つ
い
て
は
、
数
年
前
か
ら
委

託
に
移
行
す
る
こ
と
で
職
員
と
も

調
整
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
折
り

合
い
が
付
か
な
い
部
分
が
あ
り
、

委
託
へ
の
切
り
替
え
期
限
で
あ
る

５
月
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で

す
。
お
い
し
く
て
安
心
で
安
全
な

給
食
を
届
け
る
責
務
と
、
職
員
の

給
与
や
生
活
を
保
障
す
る
責
務
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

先
に
行
わ
れ
た
町
長
選
挙
に
関

連
し
て
、
２
人
が
起
訴
、
２
人
が

不
起
訴
、
梅
干
し
を
受
け
取
っ
た

と
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
た
16
人
が
不

起
訴
処
分
に
な
っ
た
と
新
聞
で
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
も
水
戸
地

方
裁
判
所
の
公
判
を
聞
き
に
行
っ

て
い
ま
す
。
あ
る
集
落
で
は
、
梅

干
し
を
置
い
て
い
か
れ
て
し
ま

い
、
当
時
候
補
者
で
あ
っ
た
町
長

に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
警
察
の
方

へ
連
絡
し
た
方
が
い
い
と
言
わ
れ

た
と
聞
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

町
長　

通
常
で
あ
れ
ば
、
そ
う
い

う
考
え
を
持
つ
の
が
普
通
か
な
と

私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

町
長
が
依
頼
を
受
け
て
、
自
ら

警
察
へ
連
絡
を
し
た
と
い
う
解
釈

で
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

町
長　

私
は
警
察
に
は
連
絡
を
し

て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い

て
・
副
町
長
に
就
任
し
て

日
報
道
さ
れ
て
お
り
、
免
許
証
を

自
主
返
納
す
べ
き
か
悩
ん
で
い
る

と
高
齢
者
か
ら
聞
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
八
千
代
町
で
は
車
が
な

い
と
ど
こ
に
も
行
け
な
い
交
通
弱

者
に
な
っ
て
し
ま
う
状
況
で
す
。

他
の
自
治
体
で
は
自
治
体
同
士
の

広
域
連
携
バ
ス
の
協
議
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
八
千
代
町
で
も
こ
の

よ
う
な
広
域
連
携
バ
ス
を
導
入
で

き
な
い
か
検
討
す
べ
き
で
す
。
町

と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
策
を
考
え

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

企
画
財
政
部
長　

八
千
代
町
公
共

交
通
会
議
で
は
、
公
共
交
通
に
関

す
る
住
民
ニ
ー
ズ
調
査
、
住
民
座

談
会
、
医
療
機
関
巡
回
バ
ス
の
利

用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
商
業
施

設
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
な
ど
を

実
施
し
、
「
町
内
を
巡
回
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
」
や
「
デ
マ
ン

ド
型
の
交
通
シ
ス
テ
ム
」
な
ど
の

新
し
い
公
共
交
通
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
運

行
形
態
に
つ
い
て
よ
り
具
体
的
な

協
議
を
行
い
、
今
年
度
中
に
新
し

い
公
共
交
通
の
運
行
に
つ
い
て
の

方
向
性
を
出
し
、
令
和
２
年
度
中

副
町
長
か
ら
町
長
に
な
っ
て
の
違
い
は

　

私
は
以
前
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の

導
入
を
提
案
し
、
そ
の
後
、
町
で

は
公
共
交
通
会
議
を
設
立
し
ま
し

た
。
会
議
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　

住
民
は
公
共
交
通
手
段
の
確
保

と
早
い
段
階
で
の
実
施
を
強
く
要

望
し
て
い
ま
す
。
最
近
、
高
齢
者

が
加
害
者
に
な
る
交
通
事
故
が
連

公
共
交
通
の
導
入
を

増田 光利 議員

大久保 敏夫 議員
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に
実
証
運
行
が
で
き
る
よ
う
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

近
隣
自
治
体
と
の
広
域
連
携
に

つ
い
て
は
、
近
隣
自
治
体
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
利
用
者
ニ
ー
ズ
の

把
握
や
費
用
負
担
の
あ
り
方
な

ど
、
会
議
の
中
で
協
議
、
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　

八
千
代
町
は
外
国
人
住
民
の
割

合
が
高
く
、
そ
う
い
っ
た
方
々
に

は
日
本
語
の
習
得
や
生
活
習
慣
、

ル
ー
ル
に
注
意
を
し
て
も
ら
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
課

題
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

災
害
時
に
備
え
避
難
訓
練
は
在

住
外
国
人
に
も
必
要
で
す
。
八
千

代
町
は
比
較
的
自
然
災
害
は
少
な

い
方
で
す
が
、
災
害
リ
ス
ク
が
ど

の
よ
う
な
点
に
あ
る
の
か
を
習
得

し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
外
国
人
の
日
本
語
習
得

に
向
け
た
方
向
性
を
行
政
が
示
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

企
画
財
政
部
長　

現
在
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
中
国
語
な
ど
６
か

国
語
で
の
翻
訳
に
対
応
し
て
お

り
、
身
近
な
生
活
情
報
や
最
新
の

話
題
等
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
多
言
語
翻

　

町
長
は
今
年
２
月
に
初
登
庁

し
、
正
式
に
八
千
代
町
の
町
長
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
就
任
後

１
か
月
と
な
る
３
月
定
例
会
に
お

い
て
、
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

議
会
の
同
意
を
求
め
る
議
案
が
提

案
さ
れ
、
古
宇
田
氏
の
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
学
歴
、
職
業
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
八
千

代
町
の
方
で
あ
れ
ば
い
ざ
知
ら

ず
、
古
宇
田
氏
は
つ
く
ば
市
の
方

で
あ
り
、
顔
も
見
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
面
識
の
な
い
方

を
選
任
す
る
こ
と
に
納
得
が
で
き

ず
、
時
期
尚
早
で
あ
る
と
私
を
含

め
５
人
の
議
員
が
反
対
し
ま
し

た
。
反
対
し
た
議
員
も
、
今
回
は

議
案
を
取
り
下
げ
て
、
６
月
定
例

会
で
再
度
、
提
案
し
て
は
ど
う
か

と
言
っ
た
り
も
し
ま
し
た
が
、
議

案
は
審
議
さ
れ
起
立
採
決
を
し
た

結
果
６
対
５
と
い
う
僅
差
で
同
意

を
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、
町
長
は
起
立
採
決
に

な
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
た
の

か
、
な
ぜ
起
立
採
決
を
し
て
ま
で

副
町
長
の
選
任
を
し
な
く
て
は
な

ら
な
か
っ
た
の
か
、
副
町
長
を
選

任
す
る
こ
と
を
以
前
か
ら
考
え
て

い
た
の
か
、
伺
い
ま
す
。

　

人
事
案
件
は
全
会
一
致
で
選
任

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
で

す
。
賛
成
す
る
議
員
も
反
対
す
る

議
員
も
皆
同
じ
議
員
で
あ
る
こ
と

を
忘
れ
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
。

議
員
を
愚
弄
す
る
こ
と
や
、
甘
く

見
る
こ
と
は
し
な
い
で
い
た
だ
き

た
い
。
提
案
さ
れ
る
案
件
は
何
事

も
全
会
一
致
で
賛
成
さ
れ
る
こ
と

が
第
一
条
件
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
人
の
話
を
よ
く
聞
き
、
三
歩

進
ん
で
二
歩
下
が
る
こ
と
も
政
治

家
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
い

た
だ
き
た
い
。

町
長　

副
町
長
選
任
に
つ
い
て
の

賛
否
の
人
数
や
採
決
に
つ
い
て
、

あ
ら
か
じ
め
知
っ
て
い
た
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
副
町
長
の
選
任

に
つ
い
て
は
、
昨
年
９
月
に
町
長

選
挙
へ
の
立
候
補
を
表
明
し
て
以

降
、
公
約
と
し
て
掲
げ
る
政
策
課

題
の
整
理
や
実
現
方
法
な
ど
を
検

討
す
る
中
で
副
町
長
の
必
要
性
が

明
確
に
な
っ
て
い
き
、
そ
の
後
、

人
選
が
固
ま
っ
た
の
は
昨
年
の
12

月
頃
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま

す
。

　

公
約
実
現
を
進
め
る
に
当
た

り
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち
な
が
ら

施
策
の
実
現
を
図
り
、
ま
た
、
副

町
長
に
年
度
を
通
じ
行
政
運
営
に

携
わ
り
、
そ
の
流
れ
を
早
期
に
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
新
年
度

予
算
の
執
行
開
始
と
な
る
４
月
１

日
か
ら
職
務
に
当
た
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
最
善
で
あ
る
と
考
え
た
か

ら
で
す
。

　

副
町
長
に
は
、
副
町
長
に
就
任

し
た
以
上
は
町
長
の
補
佐
役
と
し

て
八
千
代
町
の
た
め
に
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
県
職
員
だ
っ
た

経
験
を
活
か
し
、
八
千
代
町
の
た

め
に
行
政
運
営
を
は
じ
め
、
あ
ら

ゆ
る
事
業
に
対
し
て
、
対
話
を
し

な
が
ら
慎
重
に
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
。
特
に
、
八
千
代
工
業
団
地

西
側
へ
の
早
急
な
企
業
進
出
を
目

指
し
て
努
力
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

副
町
長　

副
町
長
と
し
て
の
役
割

は
、
町
長
の
補
佐
役
と
し
て
基
本

方
針
の
決
定
や
行
政
運
営
を
円
滑

副
町
長
の
選
任
と
人
事
案
件
に
つ
い
て

小島 由久 議員

訳
機
の
導
入
や
外
国
人
相
談
窓
口

の
体
制
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当

町
で
は
現
在
、
日
本
語
教
室
は
設

け
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
外

国
人
の
方
の
ニ
ー
ズ
が
多
く
な
っ

た
場
合
は
開
設
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

総
務
部
長　

役
場
で
は
英
語
版
な

ど
９
種
類
の
日
頃
か
ら
の
備
え
な

ど
に
つ
い
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
外

国
人
向
け
の
災
害
時
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
配
布
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
災

害
時
の
情
報
伝
達
や
避
難
訓
練
、

防
災
教
育
を
は
じ
め
と
す
る
町
の

情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問

・
防
災
計
画
に
つ
い
て

・ 

図
書
館
司
書
の
適
正
配
置
に
つ

い
て

すべての人が住みよい町に
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に
進
め
る
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
特
に
、
町
長
が
掲
げ

る
公
約
の
実
現
に
向
け
て
精
一
杯

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

八
千
代
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘

致
に
つ
い
て
は
県
土
地
開
発
公
社

と
連
携
し
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
既
に
町
長
と
一
緒
に
推
進
に

出
向
く
な
ど
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
優
良
な
企
業
に
進
出

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
今
後
、
町

長
を
ト
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答弁をする古宇田副町長

　

筑
西
幹
線
道
路
は
県
西
地
域
と

水
戸
を
繋
ぐ
幹
線
道
路
と
し
て
整

備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
結
城
市

の
南
部
を
通
り
、
中
結
城
地
区
の

下
山
川
か
ら
西
大
山
、
そ
し
て
広

域
農
道
と
合
流
し
て
、
国
道
１
２ 

５
号
線
ま
で
の
間
で
整
備
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

当
初
の
説
明
で
は
完
成
が
平
成
27

年
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
何
年

も
遅
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
進
捗

状
況
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

　

ま
た
、
筑
西
幹
線
道
路
は
山
川

沼
土
地
改
良
区
内
を
分
断
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
が
、
山
川
沼
土
地

改
良
区
は
大
雨
の
際
の
排
水
の
問

題
が
度
々
取
り
沙
汰
さ
れ
ま
す
。

平
成
27
年
９
月
に
発
生
し
た
関

東
・
東
北
豪
雨
災
害
の
際
に
は
水

田
が
ほ
ぼ
全
滅
、
山
川
沼
排
水
路

九
郎
兵
衛
橋
付
近
で
溢
水
、
床
上
、

筑
西
幹
線
道
路

整
備
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て

中山 勝三 議員

大里 岳史 議員

中
学
生
や
高
校
生
な
ど
、
夜
道

を
自
転
車
で
下
校
す
る
時
に
暗
い

場
所
が
多
数
あ
る
と
い
う
声
を
耳

に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
冬
の

季
節
は
５
時
を
過
ぎ
る
と
真
っ
暗

に
な
り
、
大
人
で
も
不
安
を
覚
え

る
地
域
が
あ
り
ま
す
。
防
犯
灯
は

そ
の
場
を
照
ら
す
だ
け
で
は
な

く
、
交
通
安
全
や
犯
罪
の
防
止
、

更
に
は
町
全
体
を
明
る
く
す
る
活

力
の
源
で
も
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ご
み
の
不
法
投
棄
を

地
域
ぐ
る
み
で
監
視
で
き
る
効
果

も
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
、
現
在
の
街
路
灯
、
防
犯
灯
の

設
置
状
況
は
あ
ま
り
芳
し
く
な
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。
昨
今
の
犯
罪

の
特
殊
性
か
ら
鑑
み
て
も
、
身
の

周
り
に
ど
の
よ
う
な
危
険
が
潜
ん

で
い
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
街
路

灯
、
防
犯
灯
を
設
置
し
、
子
ど
も

た
ち
の
安
全
確
保
を
最
優
先
し
な

が
ら
、
町
全
体
が
明
る
く
照
ら
さ

れ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
べ
き

で
す
。
八
千
代
町
の
街
路
灯
、
防

犯
灯
の
設
置
状
況
は
安
全
、
安
心

の
町
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
状
況
で

し
ょ
う
か
、
お
尋
ね
し
ま
す
。

教
育
長　

通
学
路
に
お
け
る
街
灯

は
下
校
す
る
児
童
、
生
徒
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
集
落
か
ら

離
れ
た
通
学
路
に
設
置
し
て
い

ま
す
。
通
学
路
の
街
灯
は
現
在
、

４
２
９
基
あ
り
、
現
地
の
状
況
に

合
わ
せ
な
が
ら
設
置
し
て
い
ま

す
。
整
備
も
進
み
ま
し
た
の
で
、

現
在
で
は
主
に
街
灯
の
修
理
、
維

持
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
道

路
の
新
設
や
通
学
路
の
変
更
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
今
後
、
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

町
長　

現
在
、
町
内
に
あ
る
街
灯

は
通
学
路
の
も
の
も
含
め
て
１
千 

５
０
０
基
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
う
ち
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
に
交
換

さ
れ
て
い
る
も
の
は
５
パ
ー
セ
ン

ト
程
度
で
、
残
り
は
い
ま
だ
に
蛍

光
灯
や
ナ
ト
リ
ウ
ム
灯
な
ど
で

す
。
今
後
は
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

を
進
め
、
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
な
ど
、
町
で
一
括
管
理
を
す

る
方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
と
併
せ
て
増
設
も

行
い
、
生
活
環
境
の
向
上
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
町
内
全
域
の
防
犯

灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
と
同
時
に
増

設
を
す
る
こ
と
で
夜
間
で
も
町
全

体
を
明
る
く
し
、
省
エ
ネ
に
も
配

慮
し
つ
つ
犯
罪
や
事
件
の
な
い
安

全
、
安
心
な
住
み
よ
い
町
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
者
と
助
成
費

補
助
事
業
の
導
入
に
つ
い
て

街
路
灯
を
設
置
し
明
る
い
町
に

街路灯の増設を
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が
実
施
さ
れ
、
関
係
地
権
者
の
境

界
確
認
立
会
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
土
地
鑑
定
評
価
、

補
償
物
件
算
定
評
価
業
務
を
実
施

し
、
用
地
交
渉
を
進
め
て
い
く
計

画
で
あ
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

町
長　

山
川
沼
土
地
改
良
区
内
で

は
台
風
襲
来
や
集
中
豪
雨
な
ど
に

よ
り
甚
大
な
水
害
が
発
生
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
河
川
の
管
理
者

で
あ
る
県
と
国
の
関
係
機
関
に
対

し
山
川
沼
湛
水
防
除
事
業
、
河
川

整
備
を
早
期
に
着
手
す
る
よ
う
、

引
き
続
き
強
く
要
望
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ
い
て

・ 

中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
内
の

街
路
樹
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の
根
元
を

花
壇
に
す
る
た
め
、
希
望
者
に

開
放
し
仮
称
「
花
水
木
花
壇
親
」

に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
つ
い

て

床
下
浸
水
な
ど
の
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
対
策
に
町
は

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

　

国
道
１
２
５
号
線
の
「
八
千
代

高
校
入
口
」
交
差
点
よ
り
更
に
広

域
農
道
を
南
へ
活
用
し
、
八
千
代

高
校
の
南
側
か
ら
水
口
地
内
へ
県

道
つ
く
ば
古
河
線
バ
イ
パ
ス
と
し

て
、
日
野
自
動
車
工
場
南
側
の
道

路
と
連
結
さ
せ
る
と
の
計
画
が
発

表
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
進
捗

状
況
と
今
後
の
見
通
し
を
お
伺
い

し
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

筑
西
幹
線
道
路

整
備
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
着
手

に
な
り
ま
し
た
。
町
が
担
当
す
る

部
分
は
、
国
道
１
２
５
号
と
広
域

農
道
と
の
交
差
点
「
八
千
代
高
校

入
口
」
か
ら
北
へ
４
４
０
メ
ー
ト

ル
の
区
間
で
す
。
昨
年
度
ま
で
の

用
地
買
収
の
進
捗
率
は
約
94
パ
ー

セ
ン
ト
、
道
路
整
備
工
事
の
進
捗

率
は
、
約
20
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

今
年
度
に
は
用
地
買
収
を
行
う
予

定
で
、
来
年
度
に
残
り
の
事
業
を

行
い
事
業
費
ベ
ー
ス
の
進
捗
率
が

１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
予
定

で
す
。
残
り
は
県
に
事
業
を
引
き

継
ぎ
、
道
路
整
備
を
実
施
す
る
計

画
で
す
。
ま
た
、
町
内
分
の
進
捗

状
況
で
す
が
、
県
が
担
当
す
る
部

分
の
用
地
交
渉
は
完
了
し
て
お

り
、
今
後
は
道
路
整
備
工
事
を
計

画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

山
川
沼
土
地
改
良
区
内
の
溢
水

な
ど
へ
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
県

が
山
川
沼
地
区
湛
水
防
除
事
業
と

し
て
排
水
ポ
ン
プ
の
設
置
と
河
川

拡
幅
の
工
事
を
実
施
し
ま
し
た

が
、
計
画
で
は
降
雨
量
の
多
い
時

期
で
も
ポ
ン
プ
で
排
水
を
円
滑
に

処
理
す
る
は
ず
で
し
た
が
、
排
水

先
で
あ
る
一
級
河
川
山
川
の
断
面

積
が
狭
く
、
排
水
を
処
理
し
き
れ

ず
に
河
川
が
溢
水
し
、
下
流
域
の

冠
水
に
繋
が
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
、

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、
関
係
機
関
で
協
議
が
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
町
で
は
、
県

に
対
し
山
川
の
川
幅
拡
幅
や
堤
防

の
嵩
上
げ
を
要
望
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
後
も
引
き
続
き
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

　

県
道
つ
く
ば
古
河
線
バ
イ
パ
ス

の
進
捗
状
況
は
、
県
が
道
路
改
良

工
事
を
実
施
し
、
一
部
は
供
用
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
通
り
抜
け

で
き
な
い
部
分
が
あ
る
た
め
現
在

は
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
に
関
係
地
権
者
へ
の
説

明
会
、
路
線
測
量
が
実
施
さ
れ
設

計
が
完
了
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
昨

年
に
は
地
元
説
明
会
、
用
地
測
量

小
岩
で
ベ
ト
ナ
ム
人
小
学
生
が
登

校
途
中
連
れ
去
ら
れ
殺
さ
れ
た
事

件
、
昨
年
５
月
に
は
新
潟
市
で
下

校
中
に
小
学
二
年
生
の
女
子
児
童

が
殺
さ
れ
る
事
件
が
発
生
し
、
全

国
で
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
や
校
門

の
施
錠
や
来
校
者
の
確
認
等
、
不

審
者
侵
入
対
策
や
通
学
路
の
見
守

り
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
川
崎
市
で
の
事
件
も
あ

り
、
学
校
の
安
全
に
対
す
る
脅
威

は
絶
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
登
下

校
時
の
交
通
事
故
や
傷
害
事
件
等

の
安
全
対
策
や
安
全
確
保
な
ど
、

登
下
校
時
の
不
審
者
な
ど
の
通
報

や
報
告
は
何
件
あ
っ
た
の
か
、
対

応
策
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

の
か
、
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
川
崎

市
の
事
件
を
受
け
て
、
保
護
者
や

家
族
へ
ど
の
よ
う
な
説
明
が
さ
れ

た
の
か
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

教
育
長　

昨
年
度
は
、
登
下
校
時

の
交
通
事
故
が
６
件
、
不
審
者
な

ど
の
案
件
に
つ
い
て
は
５
件
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
交
通
事
故
に

つ
い
て
は
い
ず
れ
も
大
き
な
怪
我

に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
交
通
事

故
防
止
対
策
と
し
て
は
、
全
小
中

　

５
月
28
日
、
神
奈
川
県
川
崎
市

の
私
立
小
学
校
の
児
童
が
登
校
の

た
め
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
待
っ
て

い
た
と
こ
ろ
、
刃
物
を
持
っ
た
男

が
児
童
や
保
護
者
を
次
々
と
襲

い
、
保
護
者
２
人
を
含
む
19
人
が

刺
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
保
護
者
１

人
と
六
年
生
の
女
子
児
童
１
人
が

死
亡
し
、
17
人
が
重
軽
傷
を
負
い

ま
し
た
。
犯
人
は
襲
撃
直
後
に
首

を
刺
し
、
自
殺
を
し
た
痛
ま
し
い

事
件
で
し
た
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
通

学
は
一
番
安
全
な
通
学
方
法
と
考

え
ら
れ
、
誰
も
が
事
件
な
ど
想
像

が
で
き
な
い
悲
惨
な
事
件
で
し

た
。
他
に
も
、
２
０
０
１
年
に
は

大
阪
教
育
大
学
附
属
池
田
小
学
校

で
の
校
内
殺
傷
事
件
、
２
０
０
５

年
に
は
栃
木
県
今
市
市
の
小
学
一

年
生
の
女
子
児
童
が
友
達
と
別
れ

一
人
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を
下
校
中

誘
拐
さ
れ
、
茨
城
県
内
の
山
林
で

殺
害
さ
れ
た
事
件
、
昨
年
、
東
京 生井 和巳 議員

小
中
学
生
の
登
下
校
時
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
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３
月
定
例
会
の
当
初
予
算
審
議

で
執
行
部
か
ら
給
食
セ
ン
タ
ー
の

運
営
を
民
間
へ
の
業
務
委
託
に
す

る
と
い
う
説
明
が
あ
り
、
説
明
内

容
に
賛
同
し
ま
し
た
が
、
今
議
会

で
は
現
行
の
ま
ま
直
営
方
式
に
す

る
と
い
う
大
幅
な
方
向
転
換
が
あ

り
ま
し
た
。
説
明
さ
れ
た
内
容
に

つ
い
て
は
概
ね
納
得
で
き
ま
し
た

が
我
々
議
員
の
立
場
か
ら
す
れ

ば
、
有
権
者
に
誤
っ
た
説
明
を
し

兼
ね
ま
せ
ん
。
町
長
が
政
策
や
事

業
を
推
進
す
る
際
に
は
多
く
の
意

見
に
耳
を
傾
け
、
よ
り
慎
重
に
検

討
し
、
堂
々
と
胸
を
張
っ
て
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
八
千
代

町
を
よ
り
良
い
方
向
へ
導
く
よ
う

に
求
め
ま
す
。

　

こ
の
方
向
転
換
の
件
に
つ
い
て

は
補
正
予
算
の
審
議
な
ど
で
も
問

題
が
な
い
限
り
継
続
し
て
直
営
方

式
を
続
け
る
と
い
う
よ
う
町
長
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

に
決
定
し
た
の
で
あ
れ
ば
確
実
に

推
進
し
て
い
く
と
い
う
町
長
の
意

向
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

新
し
い
給
食
セ
ン
タ
ー
が
大
変

立
派
な
施
設
で
あ
る
こ
と
を
先
日

の
視
察
で
確
認
で
き
ま
し
た
。
施

設
が
更
新
さ
れ
、
衛
生
的
で
効
率

性
の
高
い
設
備
で
あ
る
こ
と
が
十

分
伺
え
る
も
の
で
あ
り
、
９
月
の

施
設
運
転
開
始
が
待
ち
遠
し
く
思

わ
れ
ま
す
。
こ
の
立
派
な
施
設
は

宮本 直志 議員

今
後
、
末
永
く
町
民
か
ら
親
し
ま

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
稼
働

す
る
に
は
勿
論
、
経
費
が
か
か
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
人

件
費
、
材
料
費
、
燃
料
費
、
電
気

代
等
の
一
連
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
は
年
間
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の

か
、
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
給
食
費
保
護
者

負
担
軽
減
へ
の
助
成
を
い
く
ら
支

出
し
て
い
る
の
か
、
お
伺
い
し
ま

す
。
更
に
、
保
護
者
の
負
担
を
よ

り
軽
減
す
る
た
め
に
そ
の
助
成
を

増
額
で
き
な
い
か
、
お
尋
ね
し
ま

す
。

　

新
し
い
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設

に
関
し
て
は
、
時
に
は
議
員
同
士

も
激
し
く
意
見
交
換
を
行
い
、
今

日
に
至
っ
た
経
過
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
八
千
代
町
の

将
来
を
担
う
で
あ
ろ
う
子
ど
も
た

ち
を
思
え
ば
こ
そ
で
あ
り
、
議
員

が
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
結
果
で

す
。
町
長
も
そ
れ
ら
の
貴
重
な
経

過
を
踏
ま
え
、
９
月
に
は
新
し
い

施
設
で
、
安
心
で
安
全
な
、
栄
養

管
理
が
き
ち
ん
と
し
た
他
に
誇
れ

る
給
食
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
、

万
全
の
体
制
で
慎
重
に
臨
ま
れ
る

よ
う
に
求
め
ま
す
。

町
長　

給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
を
今

後
も
直
営
で
続
け
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
事
故
も

な
く
、
異
物
混
入
等
も
な
く
、
県

西
地
区
で
一
番
お
い
し
い
と
言
わ

れ
て
い
る
給
食
を
作
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
皆
さ
ん
に
作
っ
て
も

ら
っ
た
方
が
い
い
の
で
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
給
食
セ
ン
タ
ー
の
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
う
ち
特
に
大
き

く
変
化
を
す
る
も
の
は
、
光
熱
水

費
と
年
間
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
料
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
設
計
会
社

の
試
算
で
は
、
光
熱
水
費
で
あ
る

上
水
道
、
電
気
代
、
ガ
ス
代
の

合
計
が
年
間
約
１
千
２
０
０
万

円
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
料
は
年
間
約

３
６
５
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

給
食
費
は
小
学
生
が
月
額
３　

千
９
５
０
円
、
中
学
生
が
月
額
４　

千
２
５
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
現
在
「
給
食
向
上
助
成

事
業
」
と
し
て
、
年
間
一
人
当
た

り
５
千
１
５
０
円
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
助
成
額
の
増
額
に
つ
い
て

は
、
財
源
や
他
の
事
業
の
進
捗
状

況
等
の
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
前

向
き
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

大
規
模
水
害
時
の
広
域
避
難

に
関
す
る
協
定
に
つ
い
て

学
校
で
毎
年
４
月
か
ら
５
月
の
間

に
交
通
安
全
教
室
を
実
施
し
て
お

り
、
実
体
験
を
通
し
て
交
通
安
全

や
交
通
ル
ー
ル
を
学
ぶ
機
会
を
設

け
、
ま
た
、
学
級
指
導
や
道
徳
の

授
業
、
全
校
集
会
を
通
し
て
「
命

の
大
切
さ
」
や
「
自
分
の
命
は
自

分
で
守
る
」
と
い
う
意
識
を
育
て

る
教
育
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
教
育
委
員
会
で
は
、
警
察
や

常
総
工
事
事
務
所
、
町
の
交
通
担

当
、
道
路
担
当
と
一
緒
に
通
学
路

の
危
険
箇
所
の
合
同
点
検
を
毎
年

実
施
し
て
お
り
、
登
下
校
時
の
安

全
な
環
境
整
備
に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
交
通
事
故
防
止
と
不

審
者
な
ど
の
対
策
と
し
て
、
登
下

校
時
に
教
職
員
が
立
哨
指
導
を
行

う
ほ
か
、
関
係
機
関
と
の
連
携
と

し
て
保
護
者
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル

や
警
察
に
も
パ
ト
ロ
ー
ル
を
依
頼

し
て
い
ま
す
。

　

川
崎
市
で
の
事
件
が
起
き
た
際

に
は
、
小
中
学
校
に
対
し
て
登
下

校
中
の
安
全
確
保
を
す
る
よ
う
に

指
示
を
し
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
、
保
護
者
や
地
域
住
民
に
見
守

り
の
協
力
を
求
め
る
こ
と
、
警
察

と
情
報
共
有
し
連
携
を
密
に
す
る

こ
と
、
登
下
校
時
の
立
哨
の
強
化

を
図
る
こ
と
、
ま
た
、
子
ど
も
た

ち
へ
の
学
級
指
導
を
行
う
こ
と
な

ど
で
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
運
営
に
つ
い
て

子どもたちが安全に登下校できるよう
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よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ

ん
に
議
会
を
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
く
た
め
、
議
会
の
傍

聴
や
施
設
見
学
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
各
種
団
体
や
学

校
の
社
会
科
見
学
な
ど
に
お

取
り
入
れ
く
だ
さ
い
。

　

次
の
定
例
会
は
９
月
に
行

い
ま
す
。
詳
し
い
日
程
は
８

月
下
旬
に
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

簡単な受付で傍聴することができます

　

国
保
制
度
は
平
成
30
年
度
か
ら

財
政
運
営
の
責
任
を
都
道
府
県
に

担
わ
せ
る
都
道
府
県
単
位
化
を
開

始
し
、
都
道
府
県
は
市
町
村
に
対

し
て
市
町
村
ご
と
の
医
療
費
水
準

な
ど
を
反
映
し
た
国
保
事
業
費
納

付
金
の
完
納
を
義
務
付
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
当
町
の
平
成
30

年
度
の
滞
納
件
数
は
２
万
３
千　

１
５
１
件
、
正
規
の
保
険
証
が
交

付
さ
れ
な
い
世
帯
は
１
４
４
世
帯

と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

高
す
ぎ
て
払
い
き
れ
な
い
、
こ
れ

が
多
く
の
町
民
の
声
で
す
。

　

今
年
度
の
県
へ
の
国
保
事
業

費
納
付
金
は
10
億
３
千
万
円
余

り
と
、
昨
年
度
と
比
較
し
て
約

１
億
円
の
減
に
な
っ
て
い
る
一
方

で
、
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外

繰
入
れ
は
３
千
５
１
８
万
７
千

円
と
、
昨
年
度
と
比
較
し
て
約

６
千
５
０
０
万
円
も
減
額
に
な
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
度
末
に
は
保
険

あ
り
、
今
年
度
の
予
算
と
は
関
係

あ
り
ま
せ
ん
。

　

均
等
割
は
家
族
一
人
ひ
と
り
に

か
か
っ
て
く
る
も
の
で
、
所
得
の

な
い
子
ど
も
に
ま
で
負
担
が
か

か
っ
て
き
ま
す
。
今
、
子
ど
も
の

均
等
割
の
減
免
や
軽
減
が
全
国
各

地
で
広
が
っ
て
お
り
、
県
内
で
も

軽
減
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
が
あ

り
ま
す
。
基
金
の
活
用
や
一
般
会

計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
れ
を
増
額

す
れ
ば
減
免
は
可
能
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

保
健
福
祉
部
長　

均
等
割
の
減
免

に
つ
い
て
は
当
町
の
22
歳
未
満
の

被
保
険
者
数
は
６
月
１
日
現
在

１
千
78
人
で
、
こ
の
人
数
分
の
均

等
割
額
を
全
額
免
除
す
る
と
約

３
千
２
０
０
万
円
、
半
額
免
除
す

る
と
約
１
千
６
０
０
万
円
の
財
源

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
当
町
の
国

保
財
政
は
深
刻
な
財
源
不
足
に

陥
っ
て
い
て
一
般
会
計
か
ら
の
法

定
外
繰
入
れ
に
よ
り
運
営
し
て
い

る
状
況
で
す
の
で
、
均
等
割
の
軽

減
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

町
長　

平
成
30
年
度
の
税
率
改
正

は
国
保
財
政
赤
字
解
消
計
画
の
取

り
組
み
の
一
つ
で
あ
り
、
今
後
６

国
保
被
保
険
者
の
負
担
軽
減
を

年
間
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ

を
現
行
程
度
行
い
、
国
保
財
政
の

健
全
化
、
適
正
化
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　

当
町
で
は
一
般
会
計
か
ら
法
定

外
繰
入
れ
て
い
る
現
状
が
あ
り
、

子
ど
も
の
均
等
割
の
減
免
は
困
難

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

総
合
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
の
設

置
に
つ
い
て

・
公
共
交
通
会
議
に
つ
い
て

税
の
値
上
げ
分
は
そ
の
ま
ま
に

し
、
基
金
を
５
千
万
円
積
み
立
て

な
が
ら
一
般
会
計
へ
の
繰
出
金
を

５
千
３
３
６
万
円
と
し
、
今
年
度

の
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入

れ
を
約
３
千
５
０
０
万
円
と
し
た

と
い
う
こ
と
は
、
一
般
会
計
か
ら

の
法
定
外
繰
入
れ
は
循
環
し
ゼ
ロ

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

保
健
福
祉
部
長　

今
年
度
の
法
定

外
繰
入
金
は
当
初
１
億
円
を
見
込

ん
で
い
ま
し
た
が
、
国
保
事
業
費

納
付
金
が
前
年
度
と
比
較
し
て
約

１
億
円
減
額
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
現
時
点
の
予
算
で
は
３
千
５　

８
７
万
円
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
今
後
、
不
足
す
る
場
合
に
は

更
に
一
般
会
計
か
ら
繰
入
れ
を
し

て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

前
年
度
予
算
で
の
一
般
会
計
へ

の
繰
出
金
は
、
一
般
会
計
か
ら
国

保
特
別
会
計
へ
の
繰
入
れ
が
多

か
っ
た
場
合
に
は
翌
年
度
精
算
し

て
戻
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
平
成
29
年
度
の
繰
入
金
の
一

部
を
一
般
会
計
へ
戻
し
た
も
の
で

大久保 弘子 議員

　
　

用
語
解
説

・
国
保
税
の
算
定

 

国
保
税
は
「
所
得
割
」
「
資
産

割
」
「
均
等
割
」
「
平
等
割
」
を

合
算
し
て
算
定
さ
れ
ま
す
。

 

こ
の
う
ち
「
均
等
割
」
は
国

保
加
入
者
１
人
当
た
り
の
税
額

と
加
入
者
数
を
乗
じ
て
計
算
さ

れ
ま
す
。

・
繰
入
金
・
繰
出
金

 

町
の
会
計
や
基
金
と
の
間
で

や
り
取
り
を
す
る
お
金
の
こ
と

で
、
も
ら
う
側
は
繰
入
金
、
払

う
側
は
繰
出
金
と
呼
び
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
法
律
や
基
準
に

よ
り
負
担
割
合
等
が
決
め
ら
れ

て
い
る
法
定
と
そ
れ
以
外
の
法

定
外
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
　

用
語
解
説

議
会
を

　

傍
聴
し
ま
せ
ん
か
？

 

議
会
事
務
局

℡ 

０
２
９
６
‐
48
‐
１
１
１
１

（
内
線
４
１
１
０
）

問
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300-3592
茨

城
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城
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八

千
代

町
大
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菅
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地
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ホ
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あ
の
時
の
不
安
と
恐
怖
を
忘
れ
な
い

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

日
頃
か
ら
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

平成 27 年 9 月 10 日の長塚橋の様子

   令和元年度

       総   合   防   災   訓   練
実施日時：９月１日（日）午前７時 50 分～正午

対象地区：【避難訓練】西豊田地区・川西地区

　　　　　【講演会・体験会】町内全地区

訓練場所：【避難訓練】  西豊田・川西地区各公民館等（午前８時 15 分～）

　　　　　【講演会・体験会】   中央公民館・総合体育館（午前 10 時～）




